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（２） 資料 1-1 パブリックコメントの回答について（案） 

（３） 資料 1-2 恵那市女性活躍推進計画（第２次 恵那市男女共同参画プラン （改
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令和元年度第４回恵那市男女共同参画プラン推進委員会 次第 

 

 

日時：令和２年２月 10 日（月） 

午前 10 時 00 分～11 時 30 分 

場所：恵那市役所 西庁舎３階 災害対策室Ｂ 

 

１．開会 

 

 

 

２．会長あいさつ 

 

 

 

３．議事 

（１）女性活躍推進計画（素案）について  資料№１ 

 

 

 

（２）女性活躍に係る新規事業について  資料№２ 

 

 

 

４．その他 

 

 

 

５．閉会のあいさつ 



パブリックコメントの回答について（案） 

 

市女性活躍推進計画（案）のパブリックコメント募集手続きについては、令和元年 12 月

6 日から令和元年 12 月 27 日まで募集し、1 名から意見が提出されました。いただいた意

見と考え方は以下のとおりです。 

 

いただいた意見の要旨 考え方 

新旧対照表 10 ページ【新】、①各種審議

会・委員会への女性委員の登用推進につい

て 女性登用率が目標値に達していない審

議会等において改選時の目標値を定めるな

ど目標達成に向けて計画的にとりくみま

す、とあります。旧プランに比較して、ポジ

ティブアクションが示されたことは良かっ

たと思います。 

ところで、女性ゼロの審議会はどこです

か。また、１名でも増えれば比率はあがっ

たことになりますが、多くの男性委員のな

かに女性１名は、女性委員として、とても

委縮してしまいますので、そのような審議

会はぜひ女性複数となるような目標にして

ください。 

女性委員のいない審議会等は全 66 のう

ち 16（恵那市歴史的風致維持向上計画協議

会、恵那市文化財保護審議会ほか 14）です

（※１）。 

１審議会あたり女性委員の複数登用のご

意見については、今後の検討課題とさせて

いただきます 。 

（※１：地方公共団体における男女共同参

画社会の形成又は女性に関する施策の推進

状況（平成 30 年度）、平成 31 年 3 月 20 日

公表） 

新旧対照表８ページ【新】（１）「女性の職

業生活における活躍に関する意識啓発を行

います」。とありますが、具体的にどんな啓

発ですか。「目的に応じた効果的な啓発」を

行います。は、具体的にどんな啓発のこと

でしょうか。 

「女性の職業生活における活躍に関する

意識啓発」とは、女性の意識改革、企業の就

業環境や組織風土の改革、職業生活と家庭

生活の両立ができる環境づくりなど、働く

場面における女性の活躍の推進に向けた

様々な啓発を想定しています。 

また、「目的に応じた効果的な啓発」とは、

ライフステージに変化が生じる、例えば、

パパママ学級などの際に、家庭内での家事

分担につながる啓発を実施することなどを

想定しています。プランの文章については

検討します。 

新旧対照表 10 ページ【新】（１）「現状で

は管理職に就くだけの経験や能力を備えた

「現状では、管理職に就くだけの経験や

能力を備えた女性が少ない」については、

akane_obara
テキストボックス
資料1-1



女性が少ない」という意見もあるため、と

あるが、恵那市の女性は、いったん出産・子

育てで会社などを退職し、数年のブランク

があってもとの職場に戻る人が多い。また、

退職すれば、正規社員の道からそれてしま

うこともあり、それだけスキルをつめない

現状があります。 また、採用時から、管理

職への道が開かれているのかどうか、また、

キャリアをつめるような研修やスキルアッ

プの機会があるのかどうか、事業所から示

されているのかも疑問。  

このあたりの事業所に対する調査はされ

ていますか。 

事業所調査の結果（プラン改訂版（案）16

ページを参照）です。同調査で、方針決定、

企画・立案、人事、窓口、事務処理の業務内

容別に男性・女性の担当割合は調査してい

ますが、女性のキャリア・スキルアップの

機会の提供等については未実施です。 

 

新旧対照表 10 ページ【新】（２）⑤とし

て項目を起こし、「市内で管理職や企画部門

で活躍する女性を増やす」とする。取り組

み内容として、「リーダーとなる女性への研

修機会の充実」としてはどうでしょうか。

「市内で管理職や企画部門で活躍する女

性を増やす」ことは必要な取組と認識して

いますが、現状では、女性のキャリア・スキ

ルアップの機会の提供状況をはじめとした

企業・各種団体の取組状況等の把握ができ

ていないため、「③企業・各種団体への啓発

や情報提供」と同時に、企業・各種団体から

の情報を収集するとともに、研修の実施に

ついても検討していきたいと思います。 
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次
プ
ラ
ン
が
平
成
2
7
年
度
末
を
も
っ
て
計
画
の
完
了
と

な
る
こ
と
か
ら
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
社
会
情
勢
の
変
化
や
恵
那
市
の
現
状
、
第
2

次
恵
那
市
総
合
計
画
に
則
し
て
「
第
2
次
恵
那
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定

し
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
2
7
年
（
2
0
1
5
）
９
月
に
は
「
女
性
の
就
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に

関
す

る
法
律
（
以
下
「
女
性
活
躍
推
進
法
」
と
い
う
。
）
が
施
行
さ
れ
、
自
ら
の
意
思
に
よ

っ
て

職
業
生
活
を
営
み
、
又
は
営
も
う
と
す
る
女
性
の
個
性
と
能
力
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る

こ
と

が
一
層
重
要
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を
迅
速
か

つ
重

点
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
急
速
な
少
子
高
齢
化
の
進
展
や

そ
の

他
社
会
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
る
豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が

求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
平
成
2
8
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
1
0
 年

間
を
計
画
期
間
と
し
て
策
定
さ

れ
た

「
第
２
次
恵
那
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
「
女
性
活
躍
推
進
法
」
の
趣

旨
に

基
づ
く
「
女
性
活
躍
推
進
計
画
」
を
包
含
し
た
「
第
２
次
恵
那
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
（

改
訂
版
）
」
を
策
定
し
ま
す
。
 

（
追
加
）
 

 
 

●
P
3
 
 

●
P
3
 

２
 

プ
ラ
ン
策
定
の
背
景
 

２
 
プ
ラ
ン
策
定
の
背
景
 

（
３

）
県
の
動
き
 

（
３
）
県
の
動
き
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直
近
で
は
、
平
成
3
1
年
（
2
0
1
9
）

に
 
、
「
岐
阜
県
男
女
共
同
参
画
計
画
（
第
４
次
）
」

及
び
「
岐
阜
県
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
基
本
計
画
（
第

４
次

）
」
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
 
、
平
成
2
6
年
（
2
0
1
4
）

に
は
、
「
岐
阜
県
男
女
共
同
参
画
計
画
（
第
３
次
）
」

及
び
「
岐
阜
県
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
基
本
計
画
（
第

３
次
）
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
 
。
 

 
 

●
P
4
 

●
P
4
 

３
 

プ
ラ
ン
の
性
格
 

３
 
プ
ラ
ン
の
性
格
 

①
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
第
1
4
 条

第
３
項
に

基
づ
く
 
 
「
市
町
村
男
女
共
同
参

画
計
画
」
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。
 

①
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
第
1
4
 条

第
３
項
に

定
め
ら
れ
た
「
市
町
村
男
女
共
同
参

画
計
画
」
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。
 

②
「

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
女
性
活
躍
推
進
法
）
」
第

６
条
第
２
項
に
基
づ
く
「
市
町
村
推
進
計
画
」
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。
 

（
追
加
）
 

③
「

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）
」

第
２
条
の
３
第
３
項
に
基
づ
く
「
市
町
村
基
本
計
画
」
と
し
て
位
置
づ
け
ま
す
。
 

（
追
加
）
 

④
「

第
２
次
恵
那
市
総
合
計
画
」
を
上
位
計
画
と
し
、
そ
の
ほ
か
関
連
諸
計
画
と
の
整
合
性

を
図
っ
て
策
定
し
て
い
ま
す
。
 

②
「
第
２
次
恵
那
市
総
合
計
画
」
を
上
位
計
画
と
し
、
そ
の
ほ
か
関
連
諸
計
画
と
の
整
合
性

を
図
っ
て
策
定
し
て
い
ま
す
。
 

 
 

●
P
5
 

●
P
4
 

４
 

プ
ラ
ン
の
期
間
 

４
 
プ
ラ
ン
の
期
間
 

本
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
、
平
成
2
8
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
の
1
0
年
間
で
す
が
、
本
プ
ラ

ン
の

内
容
は
、
令
和
２
年
３
月
に
、
女
性
活
躍
推
進
法
に
係
る
内
容
を
新
た
に
追
加
し
た
も

の
で

す
。
 

ま
た
、
本
プ
ラ
ン
は
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど
必
要
に
応
じ
て
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
 

本
プ
ラ
ン
の
計
画
期
間
は
、
平
成
2
8
年
度
か
ら
平
成
3
7
年
度

の
1
0
年
間
と
し
ま
す
。
 

  ま
た
、
5
年
経
過
し
た
段
階
で
必
要
に
応
じ
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
 

 
 

●
P
6 

●
P
5
 

１
 

人
口
等
の
状
況
 

１
 
人
口
等
の
状
況
 

恵
那
市
の
総
人
口
は
平
成
2
7
年

か
ら
平
成
3
1
年

の
５
年
間
で
約
2
,4

00
人
減
少
し
て
い
ま

す
。

人
口
を
男
女
別
に
み
る
と
、
男
性
よ
り
も
女
性
が
多
い
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
 

恵
那
市
の
総
人
口
は
平
成
2
2
年

か
ら
平
成
2
6
年

の
５
年
間
で
約
2
,0

00
人
減
少
し
て
い
ま

す
。
人
口
を
男
女
別
に
み
る
と
、
女
性
よ
り
も
男
性
が
多
い
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
 

 
 

●
P
7
 

●
P
6
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一
般
世
帯
数
は
増
加
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
2
2
年
の

18
,
1
0
0
世
帯
を
ピ
ー
ク
に
減

少
に

転
じ
て
い
ま
す
。
 
ま
た
、
平
均
世
帯
人
員
は
減
少
を
続
け
て
お
り
、
平
成
2
7
年

に
は

2
.8
0人

と
３
人
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
 

一
般
世
帯
数
は
増
加
を
続
け
て
お
り
、
平
成
２
年
か
ら
平
成
2
2
年
の
2
0
年
間
で
約

2
,
0
0
0
世

帯
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
平
均
世
帯
人
員
は
減
少
を
続
け
て
お
り
、
平
成
2
2
年

に
は

2
.9
0人

と
３
人
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
 

世
帯
区
分
の
推
移
を
み
る
と
、
一
般
世
帯
数
の
増

加
が
減
少
に
転
じ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

核
家

族
や
単
身
世
帯
は
増
加
し
続
け
て
お
り
、
平
成
７
年
か
ら
平
成

2
7
年
の

2
0
年
間
で
、

核
家

族
は
約

1
.
1
倍

、
単
身
世
帯
は
約

1
.
6
倍
増
加
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
三
世
代
世
帯
は

半
減

し
て
い
ま
す
。
 

世
帯

区
分

の
推

移
を

み
る

と
、

一
般

世
帯

数
の

増
加

に
伴

っ
て

、
核

家
族

や
単

身
世

帯
が

増
加
し
て
お
り
、
平
成

2
2
年
に
は
、
核
家
族
は
平
成
２
年
の
約

1
.
2
倍
、
単
身
世
帯
は
平
成

２
年
の
約
２
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
三
世
代
世
帯
は
減
少
傾
向
を
み
せ
て
い
ま
す
。
 

 

 
 

●
P
8
 

●
P
7
 

ひ
と
り
親
家
庭
の
数
は
、
平
成
2
7
年

で
父
子
家
庭
が
23

0世
帯

、
母
子
家
庭
が
1
,3
4
1世

帯

と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

ひ
と
り
親
家
庭
の
数
は
、
平
成
2
2
年

で
父
子
家
庭
が
22

9世
帯

、
母
子
家
庭
が
1
,2
4
7世

帯

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

高
齢
者
単
身
世
帯
の
数
は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
７
年
か
ら
平
成
2
7
年

の
2
0
年
間
で

約
2
.
5
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

高
齢
者
単
身
世
帯
の
数
は
、
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
２
年
か
ら
平
成
2
2
年

の
2
0
年
間
で

約
３
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
 

●
P
9
 

●
P
8
 

２
 

就
業
等
の
状
況
 

２
 
就
業
率
の
状
況
 

（
１

）
就
業
率
の
状
況
 

（
１
）
就
業
率
の
状
況
 

性
別
就
業
率
を
み
る
と
、
女
性
の
就
業
率
は
依
然
と
し
て
男
性
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、

男
女
と
も
に
就
業
率
に
大
き
な
変
動
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成
2
2
年
か
ら
平
成
2
7
年
の

５
年

間
で
、
女
性
の
就
業
率
は
微
増
し
て
い
ま
す
。
 

性
別
就
業
率
を
み
る
と
、
女
性
の
就
業
率
は
依
然
と
し
て
男
性
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
男
女
と
も
に
就
業
率
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
 

 
 

●
P
1
0
 

●
P
8
の
後
 

（
２

）
女
性
の
就
業
に
関
す
る
状
況
 

（
追
加
）
 

恵
那
市
の
女
性
就
業
率
は
、
岐
阜
県
平
均
を
下
回
り
、
2
1
市
中
2
0
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
岐

阜
県
内
市
町
村
の
女
性
の
就
業
率
』
 

（
追
加
）
 

就
業
を
希
望
し
て
い
る
も
の
の
育
児
や
介
護
等
を
理
由
に
働
い
て
い
な
い
女
性
が
、
県
内

に
約
7
.
4
万
人
、
恵
那
市
に
は
約
1
,
8
0
0
人
い
る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
 

『
岐

阜
県
の
女
性
の
潜
在
的
な
労
働
力
』
 

（
追
加
）
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●
P
1
1
 

●
P
8
の
後
 

岐
阜
県
の
女
性
の
仕
事
と
私
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
で
は
、
私
生
活
を
重
視
と
回
答
し
た
合
計

が
6
2
.
1
％
と
愛
知
県
に
次
い
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

『
岐

阜
県
の
女
性
の
仕
事
と
私
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
』
 

（
追
加
）
 

岐
阜
県
の
女
性
が
希
望
す
る
働
き
方
で
は
、
「
一
般
従
業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」
の
割

合
が

他
県
よ
り
高
く
、
半
数
に
達
し
て
い
ま
す
。
 

『
岐

阜
県
の
女
性
が
希
望
す
る
働
き
方
』
 

（
追
加
）
 

 
 

●
P
1
2
 

●
P
8
の
後
 

岐
阜
県
の
女
性
が
女
性
活
躍
の
た
め
に
推
進
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
は
、
「
仕
事
と
家
庭
を

両
立

し
や
す
い
環
境
の
整
備
」
が
6
1
.
2
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
、
「
休
暇
制
度
の
柔
軟
な

運
用
」
が
3
6
.
2
％
、
「
女
子
の
職
場
環
境
の
整
備
」
が
2
5
.
9
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

『
岐

阜
県
の
女
性
が
女
性
活
躍
の
た
め
に
推
進
し
て
ほ
し
い
こ
と
』
 

（
追
加
）
 

 
 

●
P
1
3
 

●
P
9 

３
 

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
 

３
 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
 

（
１

）
 市

民
意
識

調
査
概
要
 

 

①
仕

事
と
家
庭
（
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど
）
に
お
け
る
男
女
の
役
割
に
つ
い
て
 

「
仕
事
も
家
庭
も
男
女
で
共
に
行
う
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
が
8
3.
7％

と
圧

倒
的
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
性
別
で
み
る
と
、
女
性
は
「
仕
事
も
家
庭
も
男

女
で

共
に
行
う
」
が
約
９
割
と
、
男
性
に
比
べ
約
１
割
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

①
「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
」
と
い
う
考
え
に
つ
い
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
男
女
と
も
仕
事
を
し
、
家
事
・
育
児
・
介
護
の
役
割
も
分
か
ち
合
う
の
が
よ
い
」
が
7
6.
3％

と
圧
倒
的
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
「
「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
」
で
よ
い

」
が
5
.
8
％
、

「
男
女
と
も
仕
事
を
す
る
が
、
家
庭
・
育
児
・
介
護
は
女
性
の
役
割
で
あ
る
」
が
4
.
1
％
、
「
「
女

性
は
仕
事
、
男
性
は
家
庭
」
で
も
よ
い
」
が
3
.
6
％
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

性
別
で
み
る
と
、
女
性
で
は
「
男
女
と
も
仕
事
を
し
、
家
事
・
育
児
・
介
護
の
役
割
も
分

か
ち
合
う
の
が
よ
い
」
が
約
８
割
と
、
男
性
に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
 

●
P
1
4
 

●
P
1
0
 

②
場

面
に
よ
る
男
女
の
優
遇
差
 
 
 
 
 
 
 

②
職
場
で
の
待
遇
、
⑥
社
会
通
念
・
習
慣
・
し
き
た
り
、
⑦
政
治
の
場
、
⑧
社
会
全
体
と

②
場
面
に
よ
る
男
女
の
優
遇
差
〈
単
数
回
答
〉
 

②
職
場
で
の
待
遇
、
⑥
社
会
通
念
・
習
慣
・
し
き
た
り
、
⑦
政
治
の
場
、
⑧
社
会
全
体
と
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し
て

で
は
、
「
男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の

方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る
」
を
合
わ
せ
た
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
が
5
3
％
か
ら
7
4
％

と

高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
、
①
家
庭
生
活
、
③
地
域
活
動
の
場
、
⑤
法
律
や
制
度
上
で

は
、

男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
が
3
8
％
か
ら

5
0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
④
学
校
教
育
の

場
で

は
「
平
等
で
あ
る
」
が
8
0.

4％
と
高
く
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
は
13
.5
％

と
低

く
な

っ
て
い
ま
す
。
⑤
法
律
上
や
制
度
上
と
③
地
域

活
動
の
場
で
も
「
平
等
で
あ
る
」
が

5
0％

前
後

と
な
っ
て
い
ま
す
。
削
除
 

し
て
で
は
、
「
男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の

方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
を
合
わ
せ
た
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
が
5
5
％
か
ら
6
1
％

と

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
次
い
で
、
①
家
庭
生
活
、
③
地
域
活
動
の
場
、
⑤
法
律
や
制
度
上
で

は
、
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
が
3
0
％
か
ら

4
6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
④
学
校
教
育
の

場
で
は
「
平
等
で
あ
る
」
が
5
0.
2％

と
高
く
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
は
10
.2
％

と
低

く
な
っ
て
い
ま
す
。
⑤
法
律
上
や
制
度
上
と
③
地
域
活
動
の
場
で
も
「
平
等
で
あ
る
」
が
3
0％

前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
女
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
と
「
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
」
を
合
わ
せ
た
女
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
は
、
①

家
庭
生
活
に
お
い
て
1
0
.
6
％
と
ほ
か
の
項
目
に
比
べ
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 
 

●
P
1
9
 

●
P
1
5
 

１
 

基
本
理
念
 

１
 
基
本
理
念
 

キ
ャ

ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
 

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
 

「
 
話
し
合
い
 
支
え
合
お
う
よ
 
わ
が
家
も
恵
那
も
 
」
 

「
 
話
し
合
い
 
支
え
合
お
う
よ
 
わ
が
家
も
恵
那
も
 
」
 

女
性

活
躍
推
進
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
 

（
追
加
）
 

「
 
生
き
方
と
 
働
き
方
を

 
誰
も
が
選
択
で
き
る
ま
ち
 
恵
那
 
」
 

（
追
加
）
 

 
 

●
P
2
1
 

●
P
1
7
 

〔
基

本
目
標
〕
（
３
）
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
づ
く
り
 

〔
基
本
目
標
〕
（
３
）
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
づ
く
り
 

〔
施

策
の
方
向
〕
⑥
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
に
関
す
る
支
援
体
制
 

〔
施
策
の
方
向
〕
（
追
加
）
 

 
 

●
P
2
2
 

●
P
1
8
 

（
１

）
男
女
平
等
・
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
啓
発
【
★
】
 

（
１
）
男
女
平
等
・
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意
識
啓
発
 

平
成
3
0
年
度
に
実
施
し
た
「
市
民
意
識
調
査
」
に
よ
る
と
、
「
仕
事
は
男
が
行
い
、
家
庭

は
女

が
行
う
」
と
い
う
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
へ
の
支
持
が
１
割
弱
 
を
占

め
て

お
り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
意
識
の
解
消
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
根

底
に

は
、
夫
婦
な
ど
の
当
事
者
間
で
意
識
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
が
問
題
で
あ
り
、
お
互

い
に

相
手
を
尊
重
し
て
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

平
成
2
6
年
度
に
実
施
し
た
「
市
民
意
識
調
査
」
に
よ
る
と
、
「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家

庭
 
 
 
 
」
と
い
う
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
へ
の
支
持
が
１
割
程
度
を
占

め
て
お
り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
意
識
の
解
消
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
（
追
加
）
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新
 

旧
 

 
ま

た
、
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
き
、
働
く
こ
と
を
望
む
女
性
が
希
望
に
応
じ
た
働
き
方

を
実

現
で
き
る
よ
う
、
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
の
推
進
に
向
け
た
啓
発
を
行
う
必

要
が

あ
り
ま
す
。
 

（
追
加
）
 

 

①
広
報
紙
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
※

を
活

用
し

た
意

識

の
普
及
・
啓
発

 

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
、
男
女
共
同
参

画
及

び
女

性
の

職
業

生
活

に
お

け
る

活
躍

に
関

す
る

意

識
の
啓
発
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
目
的
に
応
じ
た
効
果
的

な
啓
発
を
行
い
ま
す

。
 

①
広
報
紙
、
各
種
メ
デ
ィ

ア
※

を
活

用
し

た
意

識

の
普
及
・
啓
発

 

広
報

紙
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
活

用
し

、
男

女
共

同

参
画

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
に

関
す

る

意
識
の
啓
発
を
行
い
ま
す
。
（
追
加
）
 

 

 
 

●
P
2
3
 

●
P
1
9
 

（
２

）
男
女
平
等
教
育
な
ど
の
推
進
【
★
】
 

（
２
）
男
女
平
等
教
育
な
ど
の
推
進
 

「
市
民
意
識
調
査
」
で
は
、
学
校
教
育
の
場
で
は
「
男
女
が
平
等
で
あ
る
」
が
80
.4
％

と

高
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
割
合
が
1
3.
5％

と

な
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で

す
。
 

「
市
民
意
識
調
査
」
で
は
、
学
校
教
育
の
場
で
は
「
男
女
が
平
等
で
あ
る
」
が
50
.2
％

と

高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
割
合
が
1
0.
2％

と

な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
学
校
教
育
に
お
け
る
男
女
平
等
教
育
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。
 

 

②
男

女
平

等
意

識
を

育

む
教
育
の
充
実

 
道

徳
や

学
級

活
動

の
授

業
な

ど
を

中
心

と
し

た
教

育
活

動
の

中
で

、
男

女
平

等
や

男
女

共
同

参
画

意
識

を
も

た

せ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

 

②
男

女
平

等
意

識
を

育

む
教
育
の
充
実

 
道

徳
や

学
級

活
動

の
授

業
な

ど
を

中
心

と
し

た
教

育
活

動
の

中
で

、
強

い
男

女
平

等
意

識
 

 
 

 
 

を
も

た

せ
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。

 

 
 

●
P
2
4
 

●
P
2
0
 

（
３

）
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
・
情
報
収
集
【
★
】
 

（
３
）
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
・
情
報
収
集
 

男
女
共
同
参
画
の
取
組
は
市
民
に
十
分
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意

識
や

認
知
度
も
性
別
や
年
代
、
地
域
に
よ
り
大
き
な
差
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
性
別
役
割
分

担
意

識
や
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
無
関
心
、
間
違
っ
た
認
識
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会

や
女

性
活
躍
社
会
の
実
現
を
阻
む
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。
 

男
女
共
同
参
画
の
取
組
は
市
民
に
十
分
浸
透
し
て
お
ら
ず
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意

識
や
認
知
度
も
性
別
や
年
代
、
地
域
に
よ
り
大
き
な
差
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
性
別
役
割
分

担
意
識
や
、
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
無
関
心
、
間
違
っ
た
認
識
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
 

 
 
 
 
 
 
 
の
実
現
を
阻
む
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。
 
 
 
 

こ
の
た
め
、
今
後
は
男
女
共
同
参
画
社
会
な
ど
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
な

継
続
的
か
つ
、
有
効
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
講
演
会
や
学
習
会

な
ど

を
通
じ
て
、
市
民
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

 
こ
の
た
め
、
今
後
は
男
女
共
同
参
画
社
会
 
 
に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

う
な
継
続
的
か
つ
、
有
効
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
講
演
会
や
学
習
会

な
ど
を
通
じ
て
、
市
民
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

ま
た
、
女
性
活
躍
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
企
業
の
取
組
が
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
積
極

的
な

取
組
が
行
わ
れ
る
か
は
企
業
の
経
営
者
の
意
識
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
、
企
業

（
追
加
）
 



-
 
9
 
-
 

新
 

旧
 

経
営

者
へ
の
啓
発
活
動
の
実
施
が
重
要
で
す
。
 

さ
ら
に
、
恵
那
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
現
状
把
握
を
す
る
た
め
の
意
識
調

査
や

情
報
収
集
な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
、
各
施
策
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
に

情
報

提
供
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
 

ま
た
 
、
恵
那
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
現
状
把
握
を
す
る
た
め
の
意
識
調

査
や
情
報
収
集
な
ど
を
継
続
的
に
実
施
し
、
各
施
策
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
広
く
市
民
に

情
報
提
供
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
 

 

①
男

女
共

同
参

画
に

関

す
る
情
報
収
集

 
国

や
県

の
施

策
な

ど
に

関
す

る
情

報
収

集
を

行
い

ま

す
。

ま
た

、
市

民
意

識
調

査
及

び
市

内
企

業
意

識
・

実

態
調

査
を

実
施

し
、

市
民

及
び

企
業

の
意

識
と

現
状

を

把
握
し
施
策
に
生
活
か
す
よ
う
努
め
ま
す
。

 
②

講
演

会
や

学
習

会
な

ど
の
開
催

 
男

女
共

同
参

画
の

推
進

母
体

で
あ

る
「

男
女

の
わ

」
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
と

協
力

・
連

携
し

、
様

々
な

課
題

解

決
に
向
け
た
学
習
の
機
会
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

 
ま

た
、

実
施

の
効

果
を

高
め

る
た

め
、

目
的

に
応

じ
て

対
象

者
を

指
定

し
た

り
、

参
加

型
で

主
体

的
に

学
べ

る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
内
容
を
工
夫
し
て
行
い
ま
す
。

 
③
企
業
・
各
種
団
体
の
経

営
者

や
人

事
担

当
者

へ

の
女

性
活

躍
の

学
習

機

会
の
提
供
 

企
業

の
経

営
者

や
人

事
担

当
者

へ
、
ワ

ー
ク
・
ラ

イ
フ

・

バ
ラ

ン
ス

に
取

り
組

む
企

業
の

事
例

や
支

援
制

度
な

ど

の
学
習
の
機
会
を
提
供
し
ま
す
。
 

 

①
男

女
共

同
参

画
に

関

す
る
情
報
収
集

 
国

や
県

の
施

策
な

ど
に

関
す

る
情

報
収

集
を

行
い

ま

す
。
ま
た
、
市
民
意
識
調
査
及
び
市
内
企
業
意
識
 
 

 
 

調
査

を
実

施
し

、
市

民
及

び
企

業
の

意
識

と
現

状
を

把
握
し
施
策
に
生
 
か
す
よ
う
努
め
ま
す
。

 
②

講
演

会
や

学
習

会
な

ど
の
開
催

 
男

女
共

同
参

画
の

推
進

母
体

で
あ

る
「

男
女

の
わ

」
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
と

協
力

・
連

携
し

、
様

々
な

課
題

解

決
に
向
け
た
学
習
の
機
会
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

 
（
追
加
）
 

  
（
追
加
）
 

   

（
追
加
）
 

   

 
 

●
P
2
6
 

●
P
2
2
 

（
５

）
あ
ら
ゆ
る
暴
力
へ
の
対
策
な
ど
【
★
】
 

（
５
）
あ
ら
ゆ
る
暴
力
へ
の
対
策
な
ど
 

 

②
企
業
・
各
種
団
体
へ
の

 
 
 
 
啓
発

 
職

場
に

お
け

る
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
な

ど
を

防
止

す
る

た
め

、
リ

ー
フ

レ

ッ
ト

の
配

布
な

ど
に

よ
り

、
企

業
・

各
種

団
体

へ
の

啓

発
を
行
い
ま
す
。

 

②
企
業
・
各
種
団
体
な
ど

に
対
す
る
啓
発

 
職

場
に

お
け

る
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
、

パ
ワ

ー
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
な

ど
を

防
止

す
る

た
め

、
リ

ー
フ

レ

ッ
ト

の
配

布
な

ど
に

よ
り

、
企

業
・

各
種

団
体

へ
の

啓

発
を
行
い
ま
す
。

 

 
 

●
P
2
7
 

●
P
2
3
 

（
１

）
政
策
・
方
針
決
定
過
程
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
【
★
】
 

（
１
）
政
策
・
方
針
決
定
過
程
の
場
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
 

恵
那
市
で
の
政
策
・
方
針
を
決
定
す
る
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
女
性
の
参
画
が
少

な
く

、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
中
心
の
視
点
で
政
策
・
方
針
決
定
を
進
め
て
き
た
と
言
え

ま
す

。
市
の
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委
員
の
参
画
率
は
２
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
で

恵
那
市
で
の
政
策
・
方
針
を
決
定
す
る
過
程
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
は
女
性
の
参
画
が
少

な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
中
心
の
視
点
で
政
策
・
方
針
決
定
を
進
め
て
き
た
と
言
え

ま
す
。
市
の
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委
員
の
参
画
率
は
２
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状
況
で
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新
 

旧
 

あ
り

、
市
民
意
識
調
査
に
お
い
て
も
、
政
治
の
場
で
、
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
る

割
合
は
７
割
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
の
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
の

参
画

を
さ
ら
に
進
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
 
 
 
 
 
 
市
政
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り

ま
す
。
ま
た
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
参
加
し
や
す
い
会
議
運
営
の
方
法
を
検
討
す
る
な

ど
、

参
画
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
 

あ
り
、
市
民
意
識
調
査
に
お
い
て
も
、
政
治
の
場
で
、
男
性
の
方
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
る
割
合
は
６
割
と
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
市
の
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
の

参
画
を
さ
ら
に
進
め
、
女
性
・
男
性
の
双
方
の
視
点
に
立
っ
て
市
政
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
参
加
し
や
す
い
会
議
運
営
の
方
法
を
検
討
す
る
な

ど
、
参
画
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
 

「
事
業
所
調
査
」
に
よ
る
と
、
女
性
が
管
理
職
に
就
く
こ
と
に
つ
い
て
、
「
意
欲
と
能
力

の
あ

る
女
性
は
、
ど
ん
ど
ん
管
理
職
に
つ
い
た
方
が
よ
い
」
の
割
合
が
約
７
割
と
最
も
高
く
、

一
方

で
「
現
状
で
は
、
管
理
職
に
就
く
だ
け
の
経
験
や
能
力
を
備
え
た
女
性
が
少
な
い
」
と

い
う

意
見
も
あ
る
た
め
、
企
業
な
ど
へ
女
性
登
用
に
関
す
る
啓
発
や
取
組
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま

す
。
 

「
事
業
所
調
査
」
に
よ
る
と
、
女
性
が
管
理
職
に
就
く
こ
と
に
つ
い
て
、
「
意
欲
と
能
力

の
あ
る
女
性
は
、
ど
ん
ど
ん
管
理
職
に
つ
い
た
方
が
よ
い
」
の
割
合
が
約
７
割
と
最
も
高
く
、

一
方
で
「
現
状
で
は
、
管
理
職
に
就
く
だ
け
の
経
験
や
能
力
を
備
え
た
女
性
が
少
な
い
」
と

い
う
意
見
も
あ
る
た
め
、
企
業
な
ど
へ
女
性
登
用
に
関
す
る
啓
発
 
 
 
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
 

 

①
各
種
審
議
会
・
委
員
会

へ
の

女
性

委
員

の
登

用

推
進

 

市
が

設
置

す
る

各
種

審
議

会
・

委
員

会
へ

の
女

性
委

員

の
登

用
拡

大
に

努
め

ま
す

。
女

性
登

用
率

が
目

標
値

に

達
し

て
い

な
い

審
議

会
等

に
お

い
て

は
改

選
時

の
目

標

値
を

定
め

る
な

ど
、

目
標

達
成

に
向

け
て

計
画

的
に

取

り
組
み
ま
す
。

 
③
企
業
・
各
種
団
体
へ
の

啓
発
や
情
報
提

供
 

職
場

に
お

け
る

重
要

ポ
ス

ト
へ

の
女

性
登

用
例

な
ど

の

資
料

収
集

に
努

め
、

企
業

な
ど

へ
情

報
提

供
を

行
い

ま

す
。

 
④

地
域

活
動

へ
の

女
性

参
画
の
促
進

 
地

域
に

お
け

る
活

動
に

お
い

て
、

性
別

に
か

か
わ

ら
な

い
役
員
就
任
や
、
活

動
参
加
が
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
、

啓
発
を
行
う
と
と
も
に
、
仕
組
み
を
検
討
し
ま
す
。

 
 

①
各
種
審
議
会
・
委
員
会

へ
の

女
性

委
員

の
登

用

推
進

 

市
が

設
置

す
る

各
種

審
議

会
・

委
員

会
へ

の
女

性
委

員

の
登
用
拡
大
に
努
め
ま
す
。
（
追
加
）
 

   
③
企
業
、
各
種
団
体
へ
の

啓
発
 
 
 
 
 

 
職

場
に

お
け

る
重

要
ポ

ス
ト

へ
の

女
性

登
用

例
な

ど
の

資
料

収
集

に
努

め
、

企
業

な
ど

へ
情

報
提

供
を

行
い

ま

す
。

 
④

地
域

活
動

へ
の

女
性

参
画
の
促
進

 
地

域
に

お
け

る
活

動
に

お
い

て
、

性
別

に
か

か
わ

ら
な

い
役
員
就
任
や
、
活
動
参
加
が
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
、

啓
発
を
行
い
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

●
P
2
8
 

●
P
2
4
 

（
２

）
就
労
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
確
保
【
★
】
 

（
２
）
就
労
の
場
に
お
け
る
男
女
平
等
の
確
保
 

「
事
業
所
調
査
」
に
よ
る
と
、
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
環
境
・
風
土
づ
く
り
に
つ

い
て

、
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
「
職
場
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
の
従
業
員
の
要
望

や
意

見
を
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
 
 
 
 
」
の
割
合
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
特
に
課

題
を

感
じ
て
い
な
い
」
、
「
性
別
に
よ
る
人
事
評
価
の
是
正
に
つ
い
て
」
、
「
お
茶
く
み
、

雑
用

な
ど
男
女
の
役
割
分
担
意
識
に
基
づ
く
慣
行
に
つ
い
て
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
「
働
き
た
い
職
場
」
の
姿
と
し
て
、
子
育
て
し
な
が
ら
働
き

「
事
業
所
調
査
」
に
よ
る
と
、
男
女
と
も
に
働
き
や
す
い
職
場
環
境
・
風
土
づ
く
り
に
つ

い
て
、
課
題
だ
と
感
じ
て
い
る
こ
と
は
、
「
職
場
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
の
従
業
員
の
要
望

や
意
見
を
受
け
入
れ
る
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
」
の
割
合
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
特
に
課

題
を
感
じ
て
い
な
い
」
、
「
性
別
に
よ
る
人
事
評
価
の
是
正
に
つ
い
て
」
、
「
お
茶
く
み
、

雑
用
な
ど
男
女
の
役
割
分
担
意
識
に
基
づ
く
慣
行
に
つ
い
て
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
「
働
き
た
い
職
場
」
の
姿
と
し
て
、
子
育
て
し
な
が
ら
働
き



-
 
1
1
 
-
 

新
 

旧
 

続
け

ら
れ
る
環
境
や
、
再
雇
用
な
ど
の
制
度
の
充
実
を
求
め
る
意
見
以
外
に
、
現
場
の
声
が

良
く

通
る
職
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
や
、
性
別
で
は
な
く
個
人
の
能
力
に
よ
る
職
務
の
内
容
な

ど
を

求
め
る
意
見
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

続
け
ら
れ
る
環
境
や
、
再
雇
用
な
ど
の
制
度
の
充
実
を
求
め
る
意
見
以
外
に
、
現
場
の
声
が

良
く
通
る
職
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
や
、
性
別
で
は
な
く
個
人
の
能
力
に
よ
る
職
務
の
内
容
な

ど
を
求
め
る
意
見
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
「
女
性
活
躍
推
進
法
」
に
基
づ
き
、
子
育
て
中
な
ど
就
業
を
一
時
中
断
し
て
い
る

女
性

の
公
正
な
職
場
復
帰
、
再
就
職
や
起
業
な
ど
、
個
人
の
意
欲
と
能
力
が
活
か
さ
れ
る
環

境
づ

く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
結
婚
・
出
産
・
介
護
な
ど
に
よ
る
女
性
の
離
職
を
減
ら
し
、

女
性

の
活
躍
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
 

ま
た
、
「
女
性
活
躍
推
進
法
」
に
基
づ
き
、
子
育
て
中
な
ど
就
業
を
一
時
中
断
し
て
い
る

女
性
の
公
正
な
職
場
復
帰
、
再
就
職
や
起
業
な
ど
、
個
人
の
意
欲
と
能
力
が
活
か
さ
れ
る
環

境
づ
く
り
を
進
め
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

女
性
の
活
躍
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
 

さ
ら
に
、
「
女
性
の
就
業
意
識
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
希
望
す
る
働
き
方
で
は
、

「
一

般
従
業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
」
の
割
合
が
他

県
よ
り
高
く
半
数
に
達
し
て
い
る
た
め
、

企
業

の
求
人
内
容
を
見
直
す
こ
と
も
必
要
で
す
。
と
同
時
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
に
は
、

一
般

従
業
員
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
も
に
多
く
の
求
人
が
あ
り
ま
す
。
企
業
に
お
い
て
は
、

就
業

を
希
望
す
る
女
性
が
求
め
る
多
様
な
勤
務
形
態
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

（
追
加
）
 

 

①
よ

り
良

い
就

労
環

境

の
推
進

 
よ

り
良

い
就

労
環

境
を

目
指

す
た

め
、

商
工

会
議

所
や

商
工

会
、

市
内

事
業

所
な

ど
に

対
し

て
、

広
報

紙
、

ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

な
ど

の
活

用
に

よ
り

、

男
女

共
同

参
画

に
対

す
る

啓
発

や
情

報
発

信
を

行
い

ま

す
。

 
ま

た
、

市
内

事
業

所
な

ど
が

就
労

環
境

の
見

直
し

に
取

り
組

め
る

よ
う

、
従

業
員

と
の

意
見

交
換

の
機

会
づ

く

り
や
手
法
の
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。

 
②

求
職

ニ
ー

ズ
と

求
人

ニ
ー

ズ
の

ギ
ャ

ッ
プ

の

縮
小
を
推
進

 

求
職

ニ
ー

ズ
と

求
人

ニ
ー

ズ
の

ギ
ャ

ッ
プ

の
縮

小
を

目

指
す

た
め

、
求

職
者

の
多

い
業

種
の

企
業

誘
致

を
積

極

的
に

行
い

、
就

労
の

場
の

提
供

を
充

実
し

ま
す

。
う

と

と
も

に
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

恵
那

と
連

携
し

て
市

内
企

業

の
多
様
な
勤
務
形
態
へ
の
対
応
を
推
進
し
ま
す
。

 
 

①
よ

り
良

い
就

労
環

境

の
推
進

 
よ

り
良

い
就

労
環

境
を

目
指

す
た

め
、

商
工

会
議

所
や

商
工

会
、

市
内

事
業

所
な

ど
に

対
し

て
、

広
報

紙
、

ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
、

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

な
ど

の
活

用
に

よ
り

、

男
女

共
同

参
画

に
対

す
る

啓
発

や
情

報
発

信
を

行
い

ま

す
。

 
（
追
加
）
 

  
②

求
職

ニ
ー

ズ
と

求
人

ニ
ー

ズ
の

ギ
ャ

ッ
プ

の

縮
小
を
推
進

 

求
職

ニ
ー

ズ
と

求
人

ニ
ー

ズ
の

ギ
ャ

ッ
プ

の
縮

小
を

目

指
す

た
め

、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

企
業

誘
致

を
積

極

的
に
行
い
、
就
労
の
場
の
提
供
を
充
実
し
ま
す
。
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（
３

）
「
仕
事
と
生
活
」
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
実
現
支
援
【
★
】

（
３
）
「
仕
事
と
生
活
」
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
実
現
支
援
 

ま
た
、
「
女
性
の
就
業
意
識
に
関
す
る
調
査
」
に
よ
る
と
、
「
仕
事
と
家
庭
を
両
立
し
や

す
い

環
境
の
整
備
」
や
「
休
暇
制
度
の
柔
軟
な
運
用
」
な
ど
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

そ
の
た
め
、
今
後
も
、
市
民
や
企
業
に
働
き
か
け
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
 



-
 
1
2
 
-
 

新
 

旧
 

ス
の

取
組
を
求
め
る
女
性
の
割
合
は
高
い
た
め
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
取
組
を

推
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
取
組
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
企
業
が
取
り
組

む
メ

リ
ッ
ト
に
な
る
た
め
、
企
業
の
取
組
を
発
信
す
る
機
会
を
増
や
し
ま
す
。
 

ま
た
、
市
内
企
業
に
働
き
か
け
る
と
同
時
に
、
恵
那
市
役
所
内
に
お
い
て
も
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ

・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
な
ど
、
市
内
企
業
の
模
範
と
な
る
仕
組
み
づ
く

り
を

行
い
、
取
組
を
情
報
発
信
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
市
内
企
業
に
働
き
か
け
る
と
同
時
に
、
恵
那
市
役
所
内
に
お
い
て
も
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
な
ど
、
市
内
企
業
の
模
範
と
な
る
仕
組
み
づ
く

り
を
行
う
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

 

③
恵

那
市

役
所

に
お

け

る
両

立
支

援
制

度
の

利

用
促

進
と

取
組

の
情

報

発
信

 

恵
那

市
役

所
が

率
先

し
て

子
育

て
や

介
護

を
し

な
が

ら

活
躍

で
き

る
職

場
を

実
現

す
る

た
め

、
意

識
啓

発
な

ど

に
よ

り
、

両
立

支
援

制
度

※
の

利
用

が
し

や
す

い
環

境

を
整

え
、

利
用

促
進

を
行

い
ま

す
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の

取
組
を
市
内
企
業
等
に
情
報
発
信
し
ま
す
。

 
 

③
恵

那
市

役
所

に
お

け

る
両

立
支

援
制

度
の

利

用
促
進

 

恵
那

市
役

所
が

率
先

し
て

子
育

て
や

介
護

を
し

な
が

ら

活
躍

で
き

る
職

場
を

実
現

す
る

た
め

、
意

識
啓

発
な

ど

に
よ

り
、

両
立

支
援

制
度

※
の

利
用

が
し

や
す

い
環

境

を
整
え
、
利
用
促
進
を
行
い
ま
す
。
（
追
加
）
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P
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（
４

）
家
庭
生
活
と
地
域
活
動
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
促
進
【
★
】
 

（
４
）
家
庭
生
活
と
地
域
活
動
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
促
進
 

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
「
不
平
等
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、

自
治

会
な
ど
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
は
男
性
が
多
く
、
女
性
が
活
躍
す
る
場
が
な
い
こ
と
や
、

子
育

て
な
ど
家
庭
生
活
の
中
で
女
性
は
家
事
を
優
先
し
、
男
性
は
仕
事
を
優
先
し
て
し
ま
う

意
識

が
根
強
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
市
民
意
識
調
査
」
に
お
い
て
も
、
男
女

の
優

遇
差
に
つ
い
て
、
「
家
庭
生
活
」
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「
社
会
通
念
・
習
慣
・
し

き
た

り
」
で
は
、
平
等
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
人
は
４
割
に
と
ど
ま
り
、
不
平
等
と
感
じ
て

い
る

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
 

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
「
不
平
等
で
あ
る
と
感
じ
る
こ
と
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、

自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
へ
の
参
加
は
男
性
が
多
く
、
女
性
が
活
躍
す
る
場
が
な
い
こ
と
や
、

子
育
て
な
ど
家
庭
生
活
の
中
で
女
性
は
家
事
を
優
先
し
、
男
性
は
仕
事
を
優
先
し
て
し
ま
う

意
識
が
根
強
い
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
「
市
民
意
識
調
査
」
に
お
い
て
も
、
男
女

の
優
遇
差
に
つ
い
て
、
「
家
庭
生
活
」
、
「
地
域
活
動
の
場
」
、
「
社
会
通
念
・
習
慣
・
し

き
た
り
」
と
も
に
平
等
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
人
は
３
割
に
満
た
ず
、
 
不
平
等
と
感
じ
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
 

 

①
家

庭
生

活
で

の
男

女

共
同
参
画
意
識

の
育
成

 
広

報
紙

な
ど

の
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

、
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
の

開
催

な
ど

、
夫

婦
間

や
家

庭
生

活
に

お
い

て
の

男
女

共

同
参
画
意
識
の
向
上
に
向
け
た
啓
発
を
行
い
ま
す
。

 
な

お
、

セ
ミ

ナ
ー

は
、

夫
婦

間
の

意
識

の
ギ

ャ
ッ

プ
の

解
消

に
つ

な
が

る
な

ど
の

実
践

的
な

内
容

を
実

施
し

ま

す
。

 
③

ま
ち

づ
く

り
活

動
組

織
に

お
け

る
女

性
役

員

の
登
用
推
進

 

ま
ち

づ
く

り
活

動
に

対
し

、
さ

ま
ざ

ま
な

視
点

の
意

見

を
多

く
取

り
入

れ
る

た
め

、
女

性
役

員
の

登
用

に
つ

い

て
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

 
 

①
家

庭
生

活
で

の
男

女

共
同
参
画
意
識
の
育
成

 
広

報
紙

な
ど

の
メ

デ
ィ

ア
の

活
用

、
セ

ミ
ナ

ー
な

ど
の

開
催

な
ど

、
夫

婦
間

や
家

庭
生

活
に

お
い

て
の

男
女

共

同
参
画
意
識
の
向
上
に
向
け
た
啓
発
を
行
い
ま
す
。

 
（
追
加
）

 
  

③
ま

ち
づ

く
り

活
動

組

織
に

お
け

る
女

性
役

員

の
登
用
推
進

 

ま
ち

づ
く

り
活

動
に

対
し

、
女

性
の

 
 

 
 

 
意

見

を
多

く
取

り
入

れ
る

た
め

、
女

性
役

員
の

登
用

に
つ

い

て
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。
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●
P
3
2
 

●
P
2
8
 

（
１

）
子
育
て
に
関
す
る
支
援
体
制
【
★
】
 

（
１
）
子
育
て
に
関
す
る
支
援
体
制
 

 
さ

ら
に
、
令
和
元
年
1
0
月
に
実
施
さ
れ
た
「
幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
」
に
よ
り
、
今

後
さ

ら
に
保
育
サ
ー
ビ
ス
や
子
育
て
と
就
労
仕
事
と
子
育
て
を
両
立
す
る
た
め
の
支
援
に
対

す
る

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
企
業
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
子

育
て

支
援
の
た
め
の
取
組
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
 

（
追
加
）
 

 

⑤
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
推
進
企

業
の

P
R

と
登
録
促
進

 

従
業

員
の

子
育

て
支

援
の

た
め

の
取

組
や

 
意

識
啓

発

を
積
極
的
に
行
う
企
業
な
ど
の

P
R

に
努
め
ま
す
。
ま

た
、

企
業

に
対

し
て

好
事

例
の

情
報

提
供

を
行

う
こ

と

で
企
業
の
取
組
を
促
進
し
ま
す
。

 
 

⑤
子
育
て
支
援
 
 
 
 

 
 
 
 
 
企
業
の

P
R

と
登
録
促
進

 

従
業

員
の

子
育

て
支

援
の

た
め

の
取

組
や

、
意

識
啓

発

を
積
極
的
に
行
う
企
業
な
ど
の

P
R
に
努
め
ま
す
。（

追

加
）

 
 

 
 

●
P
3
4
 

●
P
3
0
 

（
３

）
高
齢
者
や
障
が
い
者
（
児
）
へ
の
支
援
 

（
３
）
高
齢
者
や
障
が
い
者
（
児
）
へ
の
支
援
 

高
齢
者
・
障
が
い
者
（
児
）
が
、
個
々
の
心
身
の
状
態
や
生
活
状
況
に
応
じ
て
、
い
つ
ま

で
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
元
気
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る

よ
う
、
一
人
一
人
の
尊
厳
保
持
、
人
権
尊
重
に
留
意
し
た
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で

す
。
 

高
齢
者
・
障
が
い
者
 
 
 
が
、
個
々
の
心
身
の
状
態
や
生
活
状
況
に
応
じ
て
、
い
つ
ま

で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
が
い
を
持
ち
、
元
気
で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
一
人
一
人
の
尊
厳
保
持
、
人
権
尊
重
に
留
意
し
た
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
で
す
。
 

 
 

●
P
3
5
 

●
P
3
1
 

 

①
地

域
で

支
え

合
え

る

体
制
づ
く
り

 
住

み
慣

れ
た

地
域

で
自

分
ら

し
い

暮
ら

し
を

人
生

の
最

後
ま

で
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

の
活

性
化

と
相

互
扶

助
機

能
の

向
上

を
図

り
、

住

ま
い

・
医

療
・

介
護

・
予

防
・

生
活

支
援

が
一

体
的

に

提
供

さ
れ

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
図

り

ま
す
。

 

①
地

域
で

支
え

合
え

る

体
制
づ
く
り

 
住

み
慣

れ
た

地
域

で
自

分
ら

し
い

暮
ら

し
を

人
生

の
最

後
ま

で
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
地

域
コ

ミ
ュ

ニ

テ
ィ

の
再

生
 

と
相

互
扶

助
機

能
の

向
上

を
図

り
、

住

ま
い

・
医

療
・

介
護

・
予

防
・

生
活

支
援

が
一

体
的

に

提
供

さ
れ

る
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

構
築

を
図

り

ま
す
。

 

 
 

●
P
3
7
 

●
P
3
2
の
後
 

（
６

）
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
に
関
す
る
支
援
体
制
【
★
】
 

 
男

女
共
同
参
画
社
会
や
女
性
活
躍
社
会
を
目
指
す
中
で
は
、
働
き
た
い
と
い
う
希
望
を
持

ち
つ

つ
も
働
い
て
い
な
い
女
性
や
職
場
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
と
希
望
す
る
女
性
が
、

（
追
加
）
 



-
 
1
4
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新
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そ
の

思
い
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
、
ひ
い
て
は
、
男
女
が
と
も
に
多
様
な
生
き
方
、

働
き

方
を
実
現
で
き
る
社
会
を
目
指
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

現
在
、
女
性
の
出
産
、
子
育
て
期
の
就
業
率
の
低
下
は
年
々
小
さ
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、

男
性
の
就
業
率
と
比
較
す
る
と
依
然
と
し
て
低
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
働
く
場
面
に

お
い

て
女
性
の
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
す
。
 

少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
に
お
け
る
労
働
力
不
足
の
懸
念
や
、
人
材
の
多
様
性
（
ダ
イ
バ

ー
シ

テ
ィ
）
の
確
保
の
観
点
か
ら
も
女
性
の
活
躍
に
向
け
て
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
す

。
 

 

①
女

性
活

躍
の

意
識

啓

発
 

広
報

紙
や

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

な
ど

を
活

用
し

て
、

働
く

場

で
活

躍
す

る
身

近
な

女
性

ロ
ー

ル
モ

デ
ル

や
情

報
発

信

を
行
い
ま
す
。

 
②
女
性
の
就
業
・
再
就
職

の
支
援

 
女

性
が

社
会

に
出

る
際

の
不

安
を

減
ら

す
た

め
、

恵
那

く
ら

し
ビ

ジ
ネ

ス
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
に

よ
る

、
女

性

の
就

業
・

再
就

職
に

関
す

る
相

談
対

応
・

セ
ミ

ナ
ー

の

開
催

や
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

が
開

催
す

る
セ

ミ
ナ

ー
の

情

報
提
供
に
よ
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

 

（
追
加
）
 

 
 

●
P
3
9
 

●
P
3
4
 

３
 

目
標
指
数
 

３
 
目
標
指
数
 

基
本

目
標
１
 
意
識
づ
く
り
 

基
本
目
標
１
 
意
識
づ
く
り
 

 

 
指
標
 

現
状
値

（
平
成

2
6
年

度
）

目
標
値

（
令
和

７
年
度
）

１
 

仕
事
と
家
庭
（
家
事
・
育
児
・
介
護
な
ど

）
に
お
け

る
男

女
の

役
割

に
つ

い
て

、
「

仕
事

も
家

庭
も

男
女

で
共
に
行
う
」
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
と
考
え
る
割
合
 

7
6.
3％

8
0％

 
指
標
 

現
状
値

（
平
成

2
6
年

度
）

目
標
値
 

（
平
成

3
7
年

度
）
 

１

「
男
性
は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
」
と
い
う
考
え
に
つ

い
て
、
 
 
 
 
 
 
 
「
男
女
と
も
仕
事
を
し
、

家
事
・
育
児
・
介
護
の
役
割
も
分
か
ち
合
う
の
が
よ

い
」
と
考
え
る
割
合
 

7
6.
3％

8
0％

 

 
 

●
P
4
0
 

●
P
3
5
 

基
本

目
標
２
 
環
境
づ
く
り
 

基
本
目
標
２
 
環
境
づ
く
り
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指
標
 

現
状
値

（
平
成

2
6
年

度
）

目
標
値

（
令
和

７
年
度
）

 
指
標
 

現
状
値

（
平
成

2
6
年

度
）

目
標
値
 

（
平
成

3
7
年

度
）
 

基
本

目
標
３
 
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
づ
く
り
 

基
本
目
標
３
 
安
心
し
て
生
活
で
き
る
体
制
づ
く
り
 

※
２
 
「
第
３
期
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
」
（
平
成

3
0
年
策
定

）
目
標
値
 

 
指
標
 

現
状
値
 

（
平

成

2
6
年

度
）

目
標
値
 

（
令

和

７
年
度
）

２
 

岐
阜
県
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
推
進
企
業
登

録
数
 

2
9
企

業
 

1
00

企
業

３
 

特
定
健
診
受
診
率
 

3
8.
0％

 
7
0％

 
（

R
５

年
度

目
標

）
※

2

※
２
 
「
第
２
期
特
定
健
診
等
 
 
実
施
計
画
」
（
平
成
2
5
年
策
定
）
目
標
値
 

 
指
標
 

現
状
値

（
平
成

2
6
年

度
）

目
標
値
 

（
平
成

3
7
年

度
）
 

２
岐
阜
県
子
育
て
支
援
企
業
登
録
数
 

 
2
9
企

業
1
00

企
業

 

３
特
定
健
診
受
診
率
 

3
8.
0％

6
0％

 
（

H
2
9
年

目

標
）
※

2 

 
 

●
P
4
2
 

●
P
3
7
 

（
庶

務
）
 

第
９

条
 
委
員
会
の
庶
務
は
、
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
企
画
課
 
 
 
 
 
に
お
い
て
行
う
。

一
部

改
正

〔
平

成
2
6
年

総
務

2
8
7
7
3
号

・
2
7
年

ま
ち

5
4
2
4
号
・

2
9
年

総
務

2
3
8
1
9

号
〕

 

（
庶
務
）
 

第
９
条
 
委
員
会
の
庶
務
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
部
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
お
い
て
行
う
。
 

一
部
改
正
〔
平
成
2
6
年
総
務
2
8
7
7
3
号
・
2
7
年
ま
ち
5
4
2
4
号

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〕
 

附
 
則
（
平

成
2
9
年
３
月

2
3
日
総
務
第

2
3
8
1
9
号
）
 

こ
の
決
裁
は
、
平
成

2
9
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

（
追
加
）
 

 
 

●
P
3
7
の
後
 

●
P
3
8
の
後
 

３
 

恵
那
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
設
置
要
綱
 

（
追
加
）
 

平
成
2
8
年
６
月
1
7
日
告
示
第
1
1
3
号

（
趣
旨
）
 

第
１

条
 

こ
の

要
綱

は
、

恵
那

市
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

を
目

指
し

、
恵

那

市
男

女
共

同
参

画
プ

ラ
ン

（
以

下
「

プ
ラ

ン
」

と
い

う
。

）
を

推
進

す
る

た
め

、
恵

那
市

男
女

共
同

参
画

プ
ラ

ン
推

進
委

員
会

（
以

下
「

委
員

会
」

と
い

う
。

）
の

設
置

に
関

し
、

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
 

（
追
加
）
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（
所
掌
事
務
）
 

第
２

条
 
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
所
掌
す
る
。
 

(
１

)
 
プ
ラ
ン
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
２

)
 
プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
３

)
 
そ
の
他
男
女
共
同
参
画
施
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。
 

（
組
織
）
 

第
３

条
 

委
員

会
は

、
委

員
2
0
名

以
内

を
も

っ
て

組
織

し
、

委
員

は
、

次
に

掲
げ

る
者

の
う

ち
か
ら
、
市
長
が
委
嘱
す
る
。
 

(
１

)
 
団
体
の
代
表
者
 

(
２

)
 
公
募
に
よ
る
市
民
 

(
３

)
 
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
た
者
 

（
任
期
）
 

第
４

条
 

委
員

の
任

期
は

、
委

嘱
の

日
か

ら
翌

年
度

の
３

月
3
1
日

ま
で

と
し

、
再

任
を

妨
げ

な
い

。
た

だ
し

、
委

員
が

欠
け

た
場

合
に

お
け

る
補

欠
委

員
の

任
期

は
、

前
任

者
の

残
任

期
間
と
す
る
。
 

一
部
改
正
〔

平
成
3
0
年
告
示
2
8
号
〕
 

（
会
長
及
び
副
会
長
）
 

第
５

条
 
委
員
会
に
会
長
及
び
副
会
長
を
各
１
人
置
く
。
 

２
 

会
長
及
び
副
会
長
は
、
委
員
の
中
か
ら
互
選
す
る
。
 

３
 

会
長
は
委
員
会
を
代
表
し
、
会
務
を
総
括
す
る
。
 

４
 

副
会

長
は

会
長

を
補

佐
し

、
会

長
に

事
故

が
あ

る
と

き
又

は
会

長
が

欠
け

た
と

き
は

、

そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。
 

（
会
議
）
 

第
６

条
 
委
員
会
は
、
会
長
が
招
集
し
、
会
長
が
会
議
の
議
長
と
な
る
。
 

（
部
会
）
 

第
７

条
 
委
員
会
は
、
必
要
に
応
じ
て
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
関
係
者
の
出
席
）
 

第
８

条
 

会
長

が
必

要
と

認
め

る
場

合
は

、
関

係
者

の
出

席
を

求
め

、
意

見
又

は
説

明
等

を



-
 
1
7
 
-
 

新
 

旧
 

聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
 

（
庶
務
）
 

第
９

条
 
委
員
会
の
庶
務
は
、
ま
ち
づ
く
り
企
画
部
企
画
課
に
お
い
て
行
う
。
 

一
部
改
正
〔

平
成
2
9
年
告
示
4
4
号
の
１
〕
 

（
補
則
）
 

第
1
0
条

 
こ

の
要

綱
に

定
め

る
も

の
の

ほ
か

、
委

員
会

に
関

し
て

必
要

な
事

項
は

、
そ

の
都

度
協
議
し
て
決
定
す
る
も
の
と
す
る
。
 

附
 
則
 

こ
の
告
示
は
、
平
成
2
8
年
７
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
2
9
年
３
月
2
3
日
告
示
第

4
4
号
の
１
）
 

こ
の
告
示
は
、
平
成
2
9
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

附
 
則
（
平
成
3
0
年
３
月
７
日
告
示
第
2
8
号
）
 

こ
の
告
示
は
、
平
成
3
0
年
７
月
2
5
日
か
ら
施
行
す
る
。
 

 
 

●
P
4
6
 

●
P
3
8
の
後
 

４
 

恵
那
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
名
簿
 

（
追
加
）
 

 
■

委
 
員
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
敬
称
略
）
 

（
追
加
）
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-
 

新
 

旧
 

 ■
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
敬
称
略
）
 

  

番
号
 

氏
名
 

所
属
 

役
職
 

１
 

坪
井
 

弥
栄
子

 
恵
那
市
地
域
自
治
区
会
長
会
議

 
会
 
長
 

２
 

伊
藤
 

正
明

 
「
男
女
の
わ
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
副
会
長
 

３
 

亀
井
 

邦
子

 
「
男
女
の
わ
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 
委
 
員
 

４
 

太
田
 

礼
子

 
ま
ち
づ
く
り
団
体

 

（
え
な
ナ
リ
ワ
イ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

 

委
 
員

 

５
 

村
松
 

訓
子

 
恵
那
市
教
育
委
員
会

 
委
 
員

 

６
 

秋
山
 

真
一

 
恵
南
商
工
会
推
薦
企
業

 

（
明
知
ガ
イ
シ
㈱
）

 

委
 
員

 

７
 

奥
村
 

ひ
と
み

 
中
津
川
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

 

恵
那
市
地
区
部
会

 

委
 
員

 

８
 

紀
岡
 

伸
征

 
恵
那
市
社
会
福
祉
協
議
会

 
委
 
員

 

９
 

曽
我
 

守
一

 
恵
那
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

 
委
 
員

 

１
０

 
伊
東
 

靖
英

 
恵
那
市
壮
健
ク
ラ
ブ

 
委
 
員

 

１
１

 
成
瀬
 

あ
い

 
恵
那
市
国
際
交
流
協
会

 
委
 
員

 

番
号
 

氏
名
 

所
属
 

１
 

加
藤
 
久
徳
 

恵
那
く
ら
し
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

ビ
ジ
ネ
ス
相
談
専
門

家
 

２
 

吉
田
 
恵
 

恵
那
公
共
職
業
安
定

所
 

 
 

●
P
4
7
 

●
P
3
9
 

５
 

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
（
平
成
１
１
年
法
律
第
７
８
条
）
 

３
 
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
（
平
成
１
１
年
法
律
第
７
８
条
）
 

 
 

●
P
5
3
 

●
P
4
5
 

６
 

岐
阜

県
男

女
が

平
等

に
人

と
し

て
尊

敬
さ

れ
る

男
女

共
同

社
会

づ
く

り
条

例
（

平
成

１
４
 
岐
阜
県
男
女
が
平
等
に
人
と
し
て
尊
敬
さ
れ
る
男
女
共
同
社
会
づ
く
り
条
例
（
平
成
１



-
 
1
9
 
-
 

新
 

旧
 

５
年
岐
阜
県
条
例
第
４
９
号
）
 

５
年
岐
阜
県
条
例
第
４
９
号
）
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令和２年 月 日 

 

恵那市長 小 坂 喬 峰 様 

 

恵那市男女共同参画プラン推進委員会 

会 長  坪 井 弥栄子  

 

 

恵那市女性活躍推進計画の策定について（答申）（案） 

 

令和元年７月 10日付け、ま企第 649 号で諮問のありました、恵那市女性活躍推

進計画の策定について、次のとおり答申します。 

 

記 

 

本委員会では、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」第６条第２

項に基づく、「恵那市女性活躍推進計画」を策定するための基本的な考え方につい

て、令和元年７月 10日から計４回の委員会を開催し慎重に審議いたしました。 

また、パブリックコメントの実施により、市民の意見の反映に努めました。 

その結果を別添「第２次恵那市男女共同参画プラン（改訂版）（素案）」のとお

りとします。 

 

なお、本計画のキャッチフレーズを「 生き方と 働き方を 誰もが選択できるま

ち 恵那 」としました。本市の主要課題である「人口減少・少子化」に対しても、

生き方と働き方を、女性をはじめ誰もが選択でき活躍できることの実現は、非常

に重要です。 

今後の計画の推進にあたりましては、市役所の全部署が女性活躍の視点に立ち、

市民、事業者・各種団体等との連携の基に、主体的に取組を進められることを切

に要望し、答申といたします。 
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料理人によるエーナ健幸料理教室【おとう飯編】 開催企画書（案） 

 

 

１．ねらい 

 ①女性活躍に向けて、子育て世代の男性の家事・育児の中で料理への参画を促進する。（企

画課） 

 ②女性活躍推進の取組のＰＲ。（企画課） 

 ③子どものうちから食を楽しみ、その大切さを学んでもらう。（健幸推進課） 

 

２．ターゲット 

 小中学生の子を持つ男性と子ども 

 

３．イベント概要 

（１）タイトル  （仮）恵那産食材を使って 父子で『おとう飯』を作ろう！ 

（２）開催日時  ７月下旬（夏休み期間中）の夕方～ 

（３）開催場所  市民会館調理室 

（４）募集対象等 小中学生の子を持つ男性と子ども 10 組程度（先着順・最大 25 名） 

（５）講師    プロの料理人 

（６）その他   ・市長の「おとう飯」サポーターへの参加（イベント参加、応援メ 

          ッセージ・写真を内閣府ウェブサイト掲載） 

         ・地元産品を使ったオリジナルレシピを内閣府ウェブサイトへ掲載 

         ・市のおとう飯レシピとして市ウェブサイトでも公開 

         ・募集チラシは小中学校配布及び広報・ウェブサイト・市民メール 

         ・男女共同参画プラン推進委員会からメッセージ（要検討） 

 

４．参考資料 

別紙（国及び自治体の取組状況） 
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別紙 

『「おとう飯」はじめよう』キャンペーンへの御協力のお願い 

 

１．「おとう飯（おとうはん）」とは 

男性が料理をするにあたっては、知識や技術がなくて自分には作れない、家族のために作る料

理は栄養バランスや盛付けなどに気をつかい立派でなければいけない、料理を作ってみたものの

家族に不評だったため作るのをやめてしまった等、技術的、心理的ハードルがあると思われます。 

そこで、これまで料理をしていない、料理をしたことはあるものの作ることをやめてしまった

という男性の料理参画への第一歩として、簡単で手間を掛けず、多少見た目が悪くても美味しい

料理を「おとう飯」と命名しました。 

 

２．キャンペーン実施の目的 

これまで料理をしていない男性に対して、「おとう飯」キャンペーンの認知、理解の促進を図

り、料理に対するハードルを下げることで、料理を通じた家事への参画を促進し、男性の家事・

育児等への参加時間を拡大する。 

 

３．キャンペーン展開のねらい 

キャンペーンを全国的に展開するに当たってのねらいは、以下の通りです。 

（１）「おとう飯」に対する社会の応援気運を醸成し、男性の「おとう飯」への参画促進の下地を

形成する。 

（２）「おとう飯」ロゴを広く社会に流通させることで、「おとう飯」の話題化を図る。 

（３）「おとう飯」（＝男性の料理参画）市場を形成する事で、男性の料理参画の加速を図る。 

 

４．協力依頼事項 

（１）地方公共団体の長の「おとう飯」サポーターへの参加 

「おとう飯」ロゴ入りエプロンを着用した写真と、80字以内の応援メッセージを本件連絡先

までお送りください。内閣府男女共同参画局「“おとう飯” はじめようキャンペーン」サイ

ト『“おとう飯”サポーター』のページに掲出致します。 

 

※ロゴ入りエプロンの貸与を御希望の場合は、御連絡ください。貸与は可能ですが、数が少な

いため、送付するのに時間が掛かる場合があります。 

※当方より送付したロゴデータを活用して、オリジナルエプロンを制作頂いても構いません。 

※可能であれば、「おとう飯」を実際にお作り頂き、一緒に写真をお送り頂ければ幸いです。

レシピの内容はホームページに掲載されているものに限らず自由です。 

※女性の首長でもサポーターに参加することは可能です。この場合、「“おとう飯”の心得」

を御一読頂き、男性の料理参画に向けた応援メッセージをお送りください。） 

 

（２）「おとう飯」キャンペーン展開への実施協力 

各地方公共団体の状況に応じた「おとう飯」キャンペーンの実施をお願い致します。実施し

た際には、お手数ですが本件連絡先まで、実施概要等をお送りいただくようお願いいたします。 

（実施例） 

・男性向けの「おとう飯」料理教室の実施 

※既存の男性向け料理教室のタイトルに「おとう飯」を入れていただく等でも結構です。 
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・「おとう飯」料理コンテスト、「おとう飯」レシピコンテスト等の開催 

※既存のイベントの１コンテンツとしていただいても結構です。 

・「“おとう飯”の心得」募集 

・地元産品を使ったオリジナルレシピの開発 

なお、内閣府男女共同参画局では、「女性活躍推進活躍交付金」事業を実施しております。

当該キャンペーンの実施内容が、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（平成27年

法律第64号）第６条第１項に基づく都道府県推進計画又は同条第２項に基づく市町村推進計画

に位置づけられる事業（予定のものも含む。）に合致する場合は、同事業の交付対象となるの

で、同事業の活用も併せて御検討ください。 

 

（３）地元の民間企業等との連携 

地元の民間企業と連携した展開もご検討下さい。 

・地元民間企業の「おとう飯」サポーターへの参加勧誘もお願い致します。 

（連携先の例） 

食品メーカー、家電メーカー、流通企業、農林水産関係団体（農業協同組合等）、 

料理教室、飲食店 等 

（連携展開例） 

・食品・家電メーカーとの商品、サービス開発 

・料理教室との連携による男性向け「おとう飯」教室の実施 

・流通企業との「おとう飯」×地元食材キャンペーンの実施 

・流通企業、農業協同組合、料理教室、飲食店等との地元「おとう飯」レシピ、メニューの

開発  

 

５．本件連絡先 

４．の協力依頼事項の連絡先は以下のとおりです。また、本件について御質問等がある場合は、

併せて以下まで御連絡ください。 

 

内閣府男女共同参画局総務課広報担当 秋元、小泉 

地域担当 金子 

電話番号：03－6257－1356,1355 

Ｅメール：renkei.chiiki@cao.go.jp 

 

（参考）「“おとう飯”始めよう」キャンペーンページ 

http://www.gender.go.jp/public/otouhan/index.html 

 

mailto:renkei.chiiki@cao.go.jp
http://www.gender.go.jp/public/otouhan/index.html
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バロー恵那ショッピングセンターでの行政サービスについて 

 

 

１. 目的 

バロー恵那ショッピングセンターの店舗において行政サービスを展開し、市

民サービスの向上を図る。 

 

２．場所 

 所在   恵那市大井町 180 番地１ 

 設置場所 バロー２階の一部 

面積   73.52 ㎡ 

 

 

 

３．サービス内容 

（１）窓口機能 

①証明書等発行窓口（恵那文化センター証明発行窓口の移転） 

住民票、印鑑登録証明書 

②臨時及び出張窓口機能 

マイナンバーカード申請補助、児童手当の手続等 

（２）食（たべる）の拠点 

食に関する情報発信、セミナー、料理教室等 

（３）女性の活躍を推進する総合拠点 

就労へのチャレンジ、育児休業からの復帰等のニーズに応じた講座及び 

交流会の開催、結婚、子育て等ライフステージに応じた相談窓口 

（４）その他 

ブースを活用した行政情報の発信 

 

４．サービス時間 

 午前 10 時から午後８時まで（土・日曜日は午前９時 30 分から午後８時まで） 

 

５. 開始予定 

令和２年４月下旬 

 

６．名称 

 市民活躍推進センター 

あかのれん 
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